
1
やすみじかんにつぎのがくしゅう（きょうかしょ・のーと・したじき・
ふでばこ）のじゅんびをしている。

4 3 2 1

2 よれいですばやくこうどうし、チャイムでせきにすわっている。 4 3 2 1

3 はなすひとにめとおへそをむけて、きいている。 4 3 2 1

4 よいしせいできいている。 4 3 2 1

5
ともだちのいけんをたいせつにして、さいごまでだまってきいて
いる。

4 3 2 1

6 うなずいたりへんじをしたりしながらきいている。 4 3 2 1

7
じぶんのかんがえをもち、ともだちのはなしをじぶんのかんがえと
くらべながらきいている。

4 3 2 1

8 てをまっすぐのばしてあげている。 4 3 2 1

9
はっぴょうするときは、みんなにきこえるこえで「はい。」とへんじを
してたっている。

4 3 2 1

10
「です」「ます」など、ていねいなことばでさいごまではっきりとはな
している。

4 3 2 1

11 きいているひとにからだをむけてはっぴょうをしている。 4 3 2 1

12 いちばんとおくのひとまできこえるこえで、はなしている。 4 3 2 1

13
「～さんにつけたして」「～さんとにていて」とつなぎことばではっ
ぴょうしている。

4 3 2 1

14 ～だとおもいます。わけは・・・といいたいことをさきにいっている。 4 3 2 1

15 したじきやじょうぎをつかっている。 4 3 2 1

16 えんぴつをただしくもち、てをそえてかいている。 4 3 2 1

17 ただしいしせいで、ていねいにかいている。 4 3 2 1

18 きょうかしょをもってよんでいる。 4 3 2 1

19 よくきこえるこえのおおきさでよんでいる。 4 3 2 1

20 ききとりやすいはやさをかんがえてよんでいる。 4 3 2 1

21 となりやはんのひとに、じぶんからかかわってがくしゅうしている。 4 3 2 1

22
よくきこえないときやわからないときは、「～なのでもういちどいっ
てください。」といっている。

4 3 2 1
かかわりあい
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がくしゅうちゅうのじぶんをふりかえろう

　　　          月　　　日　　　　　　　　　ねん　　　くみ　　　なまえ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　④よくできている　③だいたいできている　②あまりできていない　①できていない

よむ

  「うねっこがんばりカード」 (1.2ねん)                                                                     　　　　　 

はなす


